
２０２５／０６／１０（火）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

《構内事故・バック事故をなくしましょう》
・運転席に乗る前に、自車を視る ユニック格納忘れ等を防ぐ
・構内での運転中も周囲をよく視る わき見や考え事は見落としを増やす
・トラック後方は死角 事前に目視確認で、どこに何があるのか把握を

《追突事故を防止しましょう》
前方の 異変に気づける 車間距離

・トラックの運転視界は車間距離を錯覚させる 常に車間距離を意識的に長めにとる
・発進時に追突する事故が多い アンダーミラーの確認含め、安全確認後に発進する
・わき見運転・漫然運転での追突は被害甚大 小まめに休憩をとり、集中力を切らさない

発進時 目の前の･･･車、自転車、バイク、歩行者を、見落とさない

信号待ち車への追突 漫然運転、わき見運転に注意しましょう

道路わきの・・・自転車、歩行者に注意しましょう

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

日没前後の「薄暮時間帯」は注意 歩行者を見落とさないように気を付けましょう

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

午前８時半 札幌 乗用車対向車線にはみ出し
タクシーに衝突、その後、乗用車にも衝突
はみ出した乗用車運転の男性が意識不明で搬送

◇わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう◇
◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い ◇

◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇
２０２５／５／２６（月）

２６日午前８時半ころ、札幌市北区北４０条西４丁目の道道で、乗用車やタクシーなど車３台が絡む事故がありまし
た。警察によりますと、乗用車が対向車線にはみ出してタクシーに衝突したあと、他の乗用車にも衝突したとい
うことです。この事故で、乗用車を運転していた男性が意識のない状態で病院に運ばれました。

朝８時 交通量の多い交差点
左折の軽乗用車と横断歩道の自転車が衝突
自転車に乗っていた会社員が骨折の重傷

◇左折は死角が多い ハンドルを切る前に確認しましょう ◇
◇『死角』に自転車・歩行者あり◇

◇左折時は、『巻き込み事故』に注意しましょう◇
２０２５／５／２６（月）

２６日午前８時前、宮城県の市道と県道が交わる交差点で軽乗用車と自転車が衝突し、自転車の男性が重傷を負
う事故がありました。市道側から県道側に左折しようとした軽乗用車と横断歩道を渡ろうとした自転車が衝突し
ました。この事故で自転車に乗っていた会社員の男性（５７）が右足を骨折するなどの重傷を負いました。警察は
軽乗用車を運転していた会社員の男性容疑者（２８）を逮捕しました。現場は交通量の多い交差点。

トラックと軽トラックが正面衝突
昼12時 見通しの良い直線

軽トラックの車体に挟まれた状態で血を流し、18歳男性が意識不明
◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の存在、はみ出し、正面衝突事故防止◇

２０２５／５／２６（月）
２６日昼１２時半ごろ、山形県の県道で、トラックと軽トラックが正面衝突する事故がありました。この事故で、

軽トラックを運転していたとみられる、男性（１８）が、意識不明の状態で病院に搬送されました。軽トラックの
前方部分は大きくつぶれていて、現場に駆け付けた消防によりますと、男性は車体に挟まれた状態で頭から血を
流していたということです。現場は、見通しのよい直線道路。


